
将来への技術展開

研究目的・内容

開発した超音波アレイセンサは、非破壊検査装置、防犯用人体検知センサ、浴室見守りセンサ等への

使用が可能です。非破壊検査装置に超音波アレイセンサを使用すると、検査時間を半分以下に短縮する

ことができ、合わせて検査分解能を向上できます。

空中超音波センサの高密度２次元アレイ化をMEMS微細加工技術で実現

周波数帯域40kHz～1MHzの空中超音波への対応が可能

非破壊検査装置、防犯装置、見守りセンサ等での活用が可能

空中超音波は、主に非破壊検査や物体検知に用いられています。例えば、リチウムイオン電池の内部

検査には空中超音波を用いた非破壊検査装置を使用しますが、市販されている空中超音波センサは単

素子のため検査時間が長いという課題があり、検査時間短縮のため高密度アレイ化が望まれています。

今回、MEMS微細加工技術と高機能性薄膜作製技術を用いて、空中超音波センサの高密度アレイ化を

実現し、1 MHzの空中超音波に対応したアレイセンサ（40行、40列、合計1,600個）の作製に成功しました。

受信部寸法をカスタマイズすることで、周波数40kHz～1MHzの範囲での使用が可能です。
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連携可能な技術・知財 MEMS・高機能薄膜技術、空中超音波センサ製造・評価技術
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非破壊検査装置の検査時間を短縮し、検査分解能を向上

空中超音波センサの高密度アレイ化を実現
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